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分類した。頸動脈狭窄はBモード超音波検査法で狭窄
率が50％以上とした。
【結果】狭窄発見の契機となった基礎疾患は多彩で、大
動脈瘤、末梢動脈閉塞症の治療中が多かった。次いで
脳梗塞、TIA、血管性眼症候群、心筋梗塞、頸動脈bruit
のみ等々の順であった。これらの基礎疾患の半数は術
前のスクリーニング検査として心血管外科より通年
的に依頼されて発見されたもので、血管性霊症候群に
ついては眼科からの検査依頼の急増に伴うもので
あった。院外からの依頼もbruitsやめまい、高血圧、慢
性腎不全で散見されるようになった。
【結論】以上より、頸動脈狭窄は他臓器循環障害に合併
する頻度が高いことが明らかで、その発見の契機と
なった診療科は多岐に渡るため、早期発見には脳ドッ
ク検査のほか、頸動脈超音波検査室を中心とした院内
および病診連携の重要性が示された。
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【目的】内科模擬健診において異常を指摘された受診
者の割合、特に初めて異常を指摘された受診者の割合
を調査し、内科模擬健診の意義について検討した。
【方法】対象は、平成14年度内科模擬i健診受診者81
例（年齢15歳～70歳、男性44例、女性37例）。全例
に、問診、診察、血圧測定、血液検査、心電図検査、脈
波速度・下肢一上肢血圧比を測定し、検査結果を受診
者に説明した。問診、診察、心電図検査、脈波速度・
下肢一上肢血圧比は、医師の管理下に医学生が、血圧
測定は、医師の管理下に看護学生が、採血は看護師が、
受診者の説明は、医師が行った。この内科模擬健診に
おいて、医学生、看護学生の役割は大きかったが、ト
ラブルはi無かった。
【結果】（1）問診で、高血圧、不整脈、脂肪肝、川崎病
など9例（ll．1％）に認めた。（2）診察では、甲状腺腫
大を新たに2例（2．5％）指摘した。（3）血圧、脈波速度・
下肢一上肢血圧比では、高血圧は9例（11．1％）に認め
このうち新たに7例（8．6％）指摘した。（4）血液検査で
は、肝機能障害を17例（20．1％）のうち新たに16例
（19．8％）を、高尿酸血症は新たに3例（3．7％）を、糖尿
病は新たに9例（ll．1％）を高脂血症は8例（9．9％）の
うち新たに7例（8，6％）指摘した。（5）心電図検査で
は、新たに4例（4．9％）のECG異常を指摘した。（6）
（2）～（5）のうち担当医が必要と認めた5例（6．2％）に
医療機関受診を勧めた。【総括】内科模擬健診において
受診者81例中延べ46例（56．8％）に新たな異常を発
見した。これは一般の健康診断に比し割合が高く、内
科模擬検診受診者は健康に不安を感じているが、医療
機関受診を躊躇されている方が多かった為だと推測
される。また、担当した医学生からは机上の勉強では
得られない貴重な経験をしたという意見が多かった。
【結語】内科模擬i検診受診者および担当した医学生に
おいても有意義であった。
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　平成15年1月より稼働している新規導入機器
IVR－CTシステムの使用経験に基づき、その有用性を
検討する。
「使用機器」IVR－CTシステムAdvantex　ACT
（血管撮影装置GE　Advantex　dlx　　CT　GE社製
Hispeed　Nxi）
　ワークステーションGE浮寝ADW4．0
「検討内容」
機器更新にともない血管室2番にIVR－CTが導入さ
れた。今までは血管撮影のみだったが、CTとの組み合
わせが可能になったため、利用範囲が広がった。導入
前は肝臓の診断を行うCT－APは7階にてCT、その
後シースを残したまま3階へ移動して血管撮影を
行っていた。機器導入によりCT撮影、血管撮影を平
行して行うことが可能になり、検査時間の短縮化、患
者様の移動に伴う危険性が無くなった。第4内科施行
のRFAにおいては血管造影やCTを使用して診断、
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